シセン ノ ソウゴセイ ヲ モトメテ : ライブ アイドル タイケン ノ カンカク ノ シャカイガクテキ リカイ by 池田 太臣
は じ め に
2019年 8月 2日から 4日にかけて行われた東京アイドルフェスティバル（略称 TIF 2019）は，来場者総計
88,000人であった。この数は，2010年から続く TIF 史上，最高の人数であった（TOKYO IDOL PROJECT
「視線の相互性」をもとめて
──ライブアイドル体験の「感覚の社会学」的理解──
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Abstract: Currently, Japanese idols can be divided into two types. There are“media idols”who are well
known due to their exposure to the mass media, and“live idols”who are barely exposed to the mass media
and mainly perform in small live houses. It seems that the two are very different in terms of the existence of
idols and their fandom.
Therefore, in this paper, after limiting the target to female idol groups, we first try to classify idols who
are active in Japan: the“media idol”and the“live idol”just mentioned. Next, we will distinguish between
the two fans as“spectators”and“those who can be seen.”Then, I would like to clarify the significance of
“being seen”that live idol fans demand by employing Georg Simmel’s discussion of“sociology of sense”.
Finally, I would like to consider why live idols fascinate their fans.






















































５）乃木坂 46が毎年夏に行う恒例のツアー「真夏の全国ツアー」は，2019年は 9公演であった（そのうち，8月 15日に予定
されていた大阪 2日目の公演は，台風 10号の接近を受けて開催が中止された）。欅坂 46は，2019年に「全国アリーナツ
アー」を行ったが，10公演であった。このようなツアー以外にも，単発のライブが加わる。
６）メンバーと実際に会って握手ができるイベントである。AKB 48グループや乃木坂 46などの場合は，参加券は CD に封入
されている。






























































①推しジャン（竹ノ内 2017 b: 87）
ライブ中に自分の応援するアイドルのソロパートで連続ジャンプを行い，自分の存在をアピールする行為であ
る。








④ケチャ（竹ノ内 2017 b: 97）
応援するアイドルが歌っている際に，そのアイドルに向けて両手を下から上にかざす行為を指す。






















































メル 1994 a: 29）。ここにも，“まなざしを交わしあう”ことが挙げられている。ジンメルが“見つめあい”をいかに重視し
ていたかがわかるだろう。
１２）もちろん「感覚の社会学についての補説」以外でも，ジンメルは「感覚」について語っている。たとえば，「俳優と現実」




いう（ジンメル 1994 b: 248）。社会学的な働きというのは，「諸個人の相互の注視に成り立つ連結と相互作用」で
ある（ジンメル 1994 b: 248）。この“見つめあい”によって生じる関係は，「いやしくも存在するもっとも直接的
な，もっとも純粋な相互関係」である（ジンメル 1994 b: 248-49）。“まなざし”は，「人びとを目から目へと織り
あわせて，もっとも生きいきした相互作用へ引き入れる」が，「いかなる客観的な形成物へも結晶する」ことがな




くわずかな脇見さえも，この結合の比類のないものを完全に破壊する」のである（ジンメル 1994 b: 249）。
ジンメルの描く“見つめあい”の特徴は，Deena Weinstein と Michael Weinstein がいうように「相互性」ない
し「双方向性」にある（Weinstein & Weinstein 1984: 351）。なぜならば「人は目によっては，あたえることなしに
は同時に受け取ることもできない」からである（ジンメル 1994 b: 249）。他者の目へのまなざしは，単に自分が
他者を認識するのに役立つだけではない。他者が“私”を認識するのにも役立つのである。目が合った瞬間に，
自分は相手を知り，相手もまた自分を知る。ジンメルによれば，こうしたやりとりは，「たんに目から目への直接
的なまなざしのばあいにのみ生じる」という（ジンメル 1994 b: 249）。その理由で「このばあいは人間的な関係




なる」という（ジンメル 1994 b: 249）。理由の一つとしては，“「自分を他者がどのように見ているか」を見たく
ない”という理由がある。しかし，「より深い理由」は，「私が目を伏せることが，私を確認するという彼〔他者〕










































↘ も似た言い方をしている（ジンメル 1998: 198）。その意味では，ライブアイドルも，メディア上の存在に比すれば，「感覚
に満たされた 3次元性」（ジンメル 1998: 198）を持っているといえる。


















































































る」といえる（Van den Bulck 2018: 295）。アイドルファンの文化を考える際に，「近接性」およびそれが可能に
する“視線の相互性”という視点は重要なのである。
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